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２

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
超
勤
代
休
時
間
（
同
項
に
規
定
す
る

超
勤
代
休
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
（
休

日
及
び
代
休
日
（
勤
務
時
間
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
除
く
。
第
四
項
に

お
い
て
同
じ
。）に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
う
ち
、
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
に
代
え
よ
う
と
す
る
超
過
勤
務
手
当

の
支
給
に
係
る
六
十
時
間
超
過
月
に
お
け
る
給
与
法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
（
以
下
こ
の

項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
六
十
時
間
超
過
時
間
」
と
い
う
。）の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
時
間
数
の
時
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

給
与
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間
（
次
号
に
掲
げ
る
時
間
を
除
く
。）
当
該
時
間

に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

二

育
児
休
業
法
第
十
六
条
（
育
児
休
業
法
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分

に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
係
る
時
間

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間
の
時
間
数
に
百
分
の
五

十
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

三

給
与
法
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
勤
務
に
係
る
時
間

当
該
時
間
に
該
当
す
る
六
十
時
間
超
過
時
間

の
時
間
数
に
百
分
の
十
五
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
指
定
は
、
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分
（
年
次
休
暇
の
時
間
に
連
続
し
て
超
勤

代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
次
休
暇
の
時
間
の
時
間
数
と
当
該
超
勤
代
休
時
間
の
時
間
数
を

合
計
し
た
時
間
数
が
四
時
間
又
は
七
時
間
四
十
五
分
と
な
る
時
間
）
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務

時
間
の
一
部
に
つ
い
て
超
勤
代
休
時
間
を
指
定
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
の

始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
す
る
勤
務
時
間
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
各
省
各
庁
の
長
が
、
業
務
の
運
営
並
び
に
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
考
慮
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
が
あ
ら
か
じ
め
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
を
希
望
し
な
い
旨
申
し
出
た
場
合
に
は
、
超
勤

代
休
時
間
を
指
定
し
な
い
も
の
と
す
る
。

６

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
が
六
十
時
間
超
過
時
間
の
勤
務
を
し

た
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
の
確
保
に
特
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除

き
、
当
該
職
員
に
対
し
て
超
勤
代
休
時
間
を
指
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

７

超
勤
代
休
時
間
の
指
定
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
が
定
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中「（
同
項
に
規
定
す
る
代
休
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「（
休
日
」
を「（
勤
務
時
間
法

第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
超
勤
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
及
び
休
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
週
休
日
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
割

り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
超
勤
代
休
時
間
が
指
定
さ
れ
た
勤
務
日
等
」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
中
「
及
び
」
を
「
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
」
に
改
め
、「
宿
日
直
勤
務
」
の
下
に

「
、
超
勤
代
休
時
間
の
指
定
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人
事
院
規
則
一
e

三
四
の
一
部
改
正
）

２

人
事
院
規
則
一
e

三
四
（
人
事
管
理
文
書
の
保
存
期
間
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
八
の
表
勤
務
時
間
法
の
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
表
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
項
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第

十
六
条
の
三
第
五
項
又
は
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

官
庁
事
項

人
事
院
公
示
第
１
号

人
事
院
は
、
人
事
院
規
則
２
`
４
（
人
事
院
の
職
員
に

対
す
る
権
限
の
委
任
）
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和

3
8年
人
事
院
公
示
第
５
号
の
一
部
改
正
に
関
し
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

平
成

2
2
年
２
月
１
日
人
事
院
総
裁
江
利
川
毅

１
前
書
き
中
「
人
事
院
規
則
９
`
9
3（
管
理
職
員
特
別

勤
務
手
当
）」の
次
に
「
、
人
事
院
規
則
９
`
9
7（
超
過

勤
務
手
当
）」を
加
え
る
。

第
２
項
第
1
7号
の
次
に
次
の
１
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二
人
事
院
規
則
９
`
9
7（
超
過
勤
務
手
当
）

に
規
定
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

\
第
３
条
第
１
号
又
は
第
２
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
人
事
院
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
職

員
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

]
第
３
条
第
３
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事
院

が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
日
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
。

^
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事
院
が
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
。

２
こ
の
決
定
に
よ
る
改
正
は
、
平
成
2
2年
４
月
１
日
か

ら
効
力
を
発
生
す
る
。

人
事
院
公
示
第
２
号

人
事
院
は
、
人
事
院
規
則
２
`
４
（
人
事
院
の
職
員
に

対
す
る
権
限
の
委
任
）
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

６
年
人
事
院
公
示
第
1
4号
の
一
部
改
正
に
関
し
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

平
成

2
2
年
２
月
１
日
人
事
院
総
裁
江
利
川
毅

１
第
２
項
第
２
号
中
c
の
次
に
（
８
の
２
）
と
し
て
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

（
８
の
２
）
第
1
6条
の
３
第
７
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
人
事
院
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

第
２
項
第
２
号
Ĵ
中「
宿
日
直
勤
務
」の
次
に
「
、
超

勤
代
休
時
間
の
指
定
」
を
加
え
る
。

２
こ
の
決
定
に
よ
る
改
正
は
、
平
成
2
2年
４
月
１
日
か

ら
効
力
を
発
生
す
る
。

国
家
試
験

平
成

22
年
度
衆
議
院
法
制
局
職
員
採
用
種
試
験
公
告

平
成
2
2年
度
衆
議
院
法
制
局
職
員
採
用
Ò
種
試
験
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
告
知
す
る
。

平
成

2
2
年
２
月
１
日

衆
議
院
法
制
局

１
試
験
の
名
称
衆
議
院
法
制
局
職
員
採
用
Ò
種
試
験

（
上
級
職
員
を
採
用
す
る
た
め
の
試
験
）

２
受
験
資
格

\
受
験
資
格

{
昭
和
5
5年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

|
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
次

に
掲
げ
る
も
の

ａ
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
2
3年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

ｂ
衆
議
院
法
制
局
長
が
ａ
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

]
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
資
格
が

な
い
。

{
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

|
国
会
職
員
法
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
国
会
職
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

３
職
務
内
容
等
衆
議
院
法
制
局
は
、
立
法
活
動
を
中

心
と
し
て
議
員
の
活
動
を
法
制
面
か
ら
補
佐
す
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
機
関
で
、
議
員
発
議
の
法
律
案
・
修

正
案
及
び
委
員
会
提
出
の
法
律
案
の
立
案
の
補
佐
、
委

員
会
の
命
に
よ
る
法
制
に
関
す
る
予
備
的
調
査
、
議
員

等
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
法
制
に
関
す
る
調
査
等
を
行

う
。議
会
に
お
い
て
広
範
な
国
民
の
声
を
代
表
す
る
国
会

議
員
が
行
う
新
た
な
立
法
政
策
の
提
案
等
を
的
確
に
補

佐
す
る
に
は
、
既
存
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
性
と
構
想
力
が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
職
員

に
は
、
法
制
的
な
知
識
は
当
然
に
必
要
だ
が
、
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
ず
、
深
い
知
的
好
奇
心
に
裏
打
ち
さ
れ
た
広

く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
知
識
、
教
養
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
依
頼
者
と
の
正
確
か
つ
緊
密
な
意
思
疎
通
が
不

可
欠
で
あ
り
、
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

も
っ
た
人
材
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

４
採
用
予
定
人
員
若
干
名

５
採
用
及
び
待
遇

採
用
予
定
年
月
日
平
成
2
3年
４
月
１
日

待
遇

初
任
給
は
行
政
職
給
料
表

^
２
級
１
号
給

で
、
国
家
公
務
員
採
用
Ò
種
試
験
に
合
格
し
、

一
般
職
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
政
府
職
員

と
同
待
遇
。

大
学
卒
業
後
、
社
会
人
と
し
て
の
勤
務
経
験

を
積
ん
だ
者
に
つ
い
て
は
、
経
験
年
数
等
に
応

じ
た
職
歴
加
算
の
制
度
が
あ
る
。
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